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山岸 俊男 大 学 院 文 学 研 究 科 教授拠点リーダー氏名 所属部局・職 ・

心 と社 会 の 間 の ダイナミックな 相 互 形 成 メカニズム（マイクロ= マクロ・ダイナミックプログラム

ス）を，コンピュータ・シミュレーション ，実 験 室 実 験，フィールドワークを用 い て統 合の概要

的 に 解 明 す る．

本 拠 点 形 成 計 画 は ，過 去 10年 間 に 急 速 に 展 開 を始 め た 人 間 ・社 会 科 学 全 体 の 新 し拠点形成の

い 潮 流 の 最 先 端 に 位 置 し，人 間 と社 会 ・文 化 についての新 しい 理 解 を生 み 出 す ，国目的・必要

際 研 究 教 育 拠 点 の 形 成 を目 的 としている．本 拠 点の 特 徴 は ，「心 の 本 質 的 社 会 性」性

という，上 述 の 潮 流 の 中 でも最 も先 鋭 的 な問 題 に 特 化 したかたちでの研 究 と教 育 を

行 うことで，国 際 的 な研 究 全 体 を方 向 づけ ，新 たな 研 究 パラダイム を生 み 出 すことを

最 重 点 の 課 題 としている点 にある．本 拠 点 は ，学 術 的 に は ，来 る べ き人 間 ・社 会 科

学 統 合において 認 知 科 学の 果 た し得 る役 割 を飛 躍 的 に増 大 させると共 に ，複 雑 さを

増 す 現 代 に お け る社 会 施 策 形 成の 基 盤 となり得 る，新 たな人 間 ・社 会 像を提 供 す る

ものである．

本 拠 点 形 成 計 画 においては，マイクロ=マクロ・ダイナミックス の 観 点 か ら，「心 の 本研究拠点形

質 的 社 会 性 」と「マクロな社 会 パターン」の 間 の ，動 的 な 相 互 形 成 過 程 を解 明 す る．成実施計画

こうした目 標 の 遂 行 にあたって,以 下 に 詳 述 す る4つ の 研 究 の 柱 を立 てる．

① 社 会 的 知 性 と社 会 的 適 応 課 題 研 究 ，② 協 力 行 動 の 進 化 的・社 会 環 境 的 基 盤 の 分

析 ，③ 社 会 規 範 の 適 応 論 的 分 析 ，④ 文 化 の 進 化 ゲ ー ム 論 的 分 析

これらの 研 究 では ，これまで漠 然 と文 化 ・規 範 ・価 値 ・慣 習 などと呼 ばれてきた マク

ロな 複 合 体 が ，自 律 的な主 体 （エージェント）の 間 の 動 的 な相 互 作 用 によって 創 発 す

ること（マイクロ→ マクロ過 程 ），同 時 に，主 体 の 行 動 を規 定 す る認 知 ・感 情 システム

自 体 が マクロな適 応 課 題へ の 適 応 ・進 化 の 産 物 であること（マクロ→ マイクロ過 程 ）

を，理 論 的・実 証 的 に示 そうとする．

本 拠 点 においては ，国 際 的な研 究 シ ー ンに 通 用 す る第 一 線の 研 究 者の 育 成 を進 め教育実施計

るために，以 下 の ５つ の 側 面 を大 学 院 生・若 手 研 究 者 の 教 育 に 際 して重 視 する．画

① 国 際 的 な教 育 展 開 ．

② 国 内 外 の 研 究 拠 点 との 教 育 交 流 ．

③ 研 究 チームを中 心 とした研 究 ．

④ 国 際 的 な視 野 での 研 究 発 表 を可 能 とする研 究 及 び教 育 支 援 ．

⑤ 人 間 ・社 会 科 学 統 合 をリードできる研 究 ・教 育 者 の 養 成




